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2mmの プ ラスチ ックチューブを用い,ハ イブ
リッ ドセラミックス(グ ラディア,ジ ーシー〉を




め,表 面処理後 と剪断接着試験後のジル コニア表
面を走査型電子顕微鏡(sEM,EDX TypeN,日
立)を 用い,観 察 した。
xPs分析 の結果RP,ITおよびITsでsiのピー
クがみ られた。サーマルサイクル試験前の剪断接
着 強 さ は,RPで16.4±4.1MPa,ITSで19.6±
5.9MPaであ り有意に高い値 を示 した。サーマル
サイクル試験後は,RPで7.9±0.3MPa,ITsで4.9
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論文の内容および審査の要旨
近年,メ タル フ リー による修 復が普 及 して お り,
代 表的 な もの と しては,オ ール セラ ミックク ラウ
ンや レジ ンジャケ ッ トクラウ ンが あげ られ る。
オ ール セ ラ ミ ッ ク ク ラ ウ ン は,ジ ル コ ニ や
CAD/CAMシステムの進 歩 によ り,高 い臨床評 価
を得て い る。 しか しなが ら,対 合す る天然歯 の咬
耗等 の為害 作用 が大 きな問題 と して あげ られてい
る。
一方 ,レジンジャケ ッ トク ラウンは,ハイブ リッ
ドセラ ミックスに よ り高 い審美性,強 度 を得 るこ
とが可 能 となってい る。 また,天 然歯 と硬度 が近
似 してお り,対 合 歯 の咬耗等 の為害 作用 を軽減す
る ことがで きる。 しか し,ブ リッジに単 独で使用
す るに は強度 が不足 してい る。
そ こで,フ レームに ジル コニ アを用 い,ハ イ ブ
リッ ドセ ラ ミックス を築盛す ることで,生 体 に対
す る為害作 用の少 ない,強 度 に優れ た補 綴物 の製
作が可能 で はないか と考 え られ る。本 研究 では,
接着強 さに注 目 し,表 面処理 法 につ いて検討 した。
表 面 処理 法 は,ア ル ミナ サ ン ドブ ラス ト処 理
(sB),シランカ ップ リング処 理(SI),ロカテ ッ
ク システム(RP),イ トロ処理(IT),イ トロ処 理
+シ ランカ ップ リング処理(ITs)の5つに分類 し
た。5×5×3mmに 加 工 した ジル コニア(AadvaZr
デ ィス ク,ジ ー シー)に 各表面処 理 を行 い,表 面
性 状 の 分 析 の た め に,X線 光 電 子 分 光 装 置
(QuANTuM2000)を用 いてxPs分析 を行 った。
剪 断接着 試験 用 試 料 は,12×12×3mmに 加 工 し
た ジル コニ アに各表面 処理後,内 径6mm,高 さ
